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東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告代理
店勤務などを経てフリーに。1994年札幌へ。み
とままゆこのペンネームで、水彩、ペン、墨絵、
切り絵など、さまざまなタッチでジャンルにこ
だわらず活躍中。
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脱炭素社会形成に向けた地域戦略

　2020年10月、国は「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする」と、
脱炭素社会の実現を目指すことを打ち出しました。そこでは社会経済を変革させ、投
資を促し、産業構造の大転換と力強い成長を生み出す鍵として環境政策を位置づけ、
2021年10月には2030年度までに13年度比で46％削減、さらに50％の高みを目指すとい
う具体的な目標を示し、強力に取り組む姿勢を示しています。
　地域においても脱炭素社会の形成に向けた動きを積極的に取り込みながら、持続
的な経済活性化に向けた戦略を検討していく必要があります。
　本号では、脱炭素社会に向けた地域戦略について考えていきます。
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